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　芽室町農業委員会（島部亨会長、農業委員17人）はJAめむろ（宇野克彦

代表理事組合長）と連携し、経営移譲する世帯、後継者が就農・結婚した

世帯を家族経営協定締結の重点対象とし、同時に農業者年金のメリットを

周知し加入を勧めています。長年にわたるこの取り組みにより、家族経営

協定の締結農家は全販売農家の6割、農業者年金の加入者は60歳未満農

業従事者の4割に達しています。

　芽室町は北海道十勝の帯広市に隣接し、畑作、酪農、肉牛の産地です。

小麦、豆類、甜菜、ジャガイモの畑作4品のほか、スイートコーンなど野菜も

生産されています。販売農家数589戸、経営耕地面積は2万ヘクタール余り

で、平均経営規模は30ヘクタール。認定農業者は575経営体にのぼり、営

農意欲、規模拡大志向が高く、遊休農地はゼロです。

　家族経営協定の重点対象に

　経営移譲、後継者の就農・結婚世帯

  芽室町での農業者年金の新規加入者数は2016年度～21年度の6年間で

112人（うち女性53人）です。毎年2ケタの新規加入者数を確保しています。

小麦が大豊作だった17年度は29人に達しました。21年度も小麦が豊作だっ

たため、農業委員会の島部亨会長は節税メリットを理解した新規加入者

や保険料を増額する加入者が増えることを期待していました。結果は24人

が新規加入しました（全国第3位）。

　こうした好調な農業者年金の加

入状況について、島部会長は「家

族経営協定の締結を推進するの

に併せて農業者年金のメリットを

説明・周知し加入を勧めているか

ら」と強調します。

　家族経営協定を締結した農

家への普及推進は農業委員会の

1
加入推進の加入推進の
取組事例取組事例

❶　家族経営協定と関連付け

❷　経営移譲、後継者の就農時に勧誘

❸　JAと農業委員会で情報共有

家族経営協定の締結と併せ推進家族経営協定の締結と併せ推進
60歳未満農業従事者の4割加入60歳未満農業従事者の4割加入

新規加入者数の推移（単位：人）

※（ ）内は女性

2016 年度  20（  7）

17 年度 29（17）

18 年度 14（  8）

19 年度  12（  5）

20 年度 13（  7）

21 年度 24（  9）

北海道 芽室町農業委員会 JA めむろ

2021年度新規加入者　24人
島部亨会長／農業委員17人　宇野克彦代表理事組合長

前列左から JA めむろ営農情報課の堀井彩可さんと横地利枝調査役、
後列左から農業委員会の竹川恭史農地振興係長、島部亨会長、藤野元成事務局長

札幌市
帯広市

函館市

北海道
芽室町

21 年 2 月 25 日に開かれた家族経営協定合同調
印式。農業者年金制度の説明も行われた

活動事例の

ポイント
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